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現在の事態における推量を表す未来形成立の経緯
嶋　﨑　　　啓
１．現代ドイツ語における現在の事態の推量を表す未来形
　
　現代ドイツ語の未来形（werden の直説法現在＋不定詞）は未来の事態のみな
らず、現在の事態における推量を表すことがある。
　(1)Er wird krank sein.（彼は〔今〕病気だろう）
未来形が現在の事態を表す場合、不定詞の動詞は非完了相であり（Saltviet 
1962: 136）、多くの場合、sein である。それに対し、不定詞の動詞が完了相の
場合、未来形は未来の事態を表す。
　(2)Er wird kommen.（彼は〔これから〕来るよ）
　しかし、実際の用例を見ると、不定詞の動詞が完了相の場合に未来形が未来
の事態を表すということは言えるが、非完了相の場合に現在の事態を表すと
は限らない。例えば、筆者の調べでは、ヘッセの『デーミアン』には不定詞が
sein の未来形は 12 例現れるが、このうち現在の事態を表す例は次の 3 例しか
ない。
　(3)  Nun, es wird bei Ihnen in Japan auch nicht besser sein. Die Leute, die 
nicht der Herde nachlaufen, sind überall selten. Es gibt auch hier welche. 
(Hesse, 173)（でもあなた方の国日本でもこれよりましということはない
でしょう。群衆を追いかけない人はどこでもまれです。ここにもそうい
う人がいるということです）
　 (4)  du wirst müde sein, es war ein scheußliches Wetter, man sieht, daß du 
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tüchtig draußen warst. (Hesse, 199)（君は疲れているだろう。ひどい天
気だった。随分長く外にいたようだ）
　 (5)  Da sitzt ihr beieinander! Kinder, ihr werdet doch nicht traurig sein? 
(Hesse, 202)（そんなに寄り添って座って。あなた達〔シンクレーアと
デーミアン〕、まさか悲しんでいるのではないでしょう）
それ以外は、下例のように未来の事態を表すか、もしくは、仮定として想定さ
れる事態を表し、現在の事態を表さない 
1
。
　 (6)  Es wird den Leuten eine Wonne sein, schon jetzt freut sich jeder aufs 
Losschlagen. (Hesse, 206)（人々には喜ばしいことだろう。すでに今誰も
が戦闘開始を待ち望んでいる）
　 (7)  Das Neue beginnt, und das Neue wird für die, die am Alten hängen, 
entsetzlich sein. (Hesse, 206)（新しいものが始まる。新しいものは、古
いものに執着する人にとっては恐ろしいものだろう）
　 (8)  Wenn es frei sein wird, werden seine ersten Regungen nicht die 
lieblichsten sein. (Hesse, 190)（それ〔ヨーロッパ〕が自由になれば、そ
の最初の運動は好ましいとばかりはいえないものになるだろう）
　 (9)  Für diese allein wichtigen Strömungen－die natürlich jeden Tag anders 
aussehen können, wird Raum sein, wenn die heutigen Gemeinschaften 
zusammenbrechen. (Hesse, 177)（今の共同体が崩壊すれば、この唯一重
要な潮流に、それは勿論毎日姿が変わっているかもしれないが、活動の
余地ができるだろう）
このように、未来形は不定詞の動詞の完了相・非完了相の語彙的アスペクトの
1 未来もしくは仮定の事態を表す例は (6)-(9) 以外に S. 177, 190 [2 箇所 ], 202, 207 に
ある。なお、仮定の事態が未来の事態の一種であるのかは判別しがたいところがあ
る。例えば、Wenn er mehr Geld hat, wird er nach Deutschland fahren.（彼はもっとお金
を持っていれば、ドイツへ行くだろう）は、「もっとお金を持っている」という条件
がなければ、「ドイツへ行く」という事態が生じないので、純粋な未来の事態とは言
えない。しかし、「ドイツへ行く」という事態は発話時現在には生じておらず、生じ
る場合には未来でしかないという点では未来の事態に含まれるとも言える。
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違いに関わりなく、未来の事態を表すのが一般的である。このことを図式化す
ると、次のようになる。
　不定詞が非完了相  未来形が現在の事態の推量を表す
　不定詞が完了相  未来形が未来の事態を表す 
2
このことは werden がもともと「なる」を意味することを考えれば当然とも言
える。というのも、「なる」を意味するwerdenが直説法現在形で用いられると、
直説法現在形はまだ完了していない事態を表すので、Er wird krank.（彼は〔こ
れから〕病気になる）のように、必然的に未来の事態を表すからである
3
。
　しかし、werden の直説法現在形が未来の事態を表すならば、それを用いた未
来形がなぜ現在の事態を表しうるのかが問われねばならない。本稿では、ドイ
2 未来形が未来の事態を表す場合に、どの程度推量の意味を含むかは議論の余地が
ある。未来の誰にとっても規定の事実と思われることは、未来形ではなく、現在形
で表される。
　Freitag habe ich Geburtstag.（金曜は私の誕生日だ）
　*Freitag werde ich Geburtstag haben. (Vater 1994: 75)
しかし一方、未来形は実現の可能性が非常に高い事態を表すということも言える。
　 Wissen Sie übrigens, daß morgen abend ein großes Feuerwerk im Park stattfinden 
wird? (Geissler 136) (Matzel/Ulvestad 1982: 315)（ところで、明晩大きな花火大
会が公園で行われるのをご存知ですか）
筆者の考えでは、未来の事態を表す未来形は、聞き手にとっては不確実であるかも
しれないと話し手は判断するが、話し手自身は確実であると見なす事態を表す。未
来形が一人称主語で「意志」を表す場合があるのも、聞き手は確実でないと思うか
もしれないが、話し手自身は自ら確実に行うことを宣言しているのであり、また 2
人称主語で「命令」を表すのも、聞き手は確実でないと思うとしても、話し手は聞
き手に必ず実現させたいと要求していることによる。未来形が現在の事態を表す場
合の推量の意味も、話し手と聞き手で確実性が違うということに基づくと筆者は考
えるが、まだ十分に論証できていない。
3 werden の直説法現在は、Es wird allmählich kälter.「次第に寒くなってきている」の
ように、発話時現在の継続的な事態を表すこともできる。しかし、この場合も、変
化の推移が未来にも続いている状態を表すので、Er wird krank sein.「彼は病気だろ
う」のように変化のない、静的な状態を表すのとは違う。
39
90
ツ語の未来形が現在の事態における推量を表すことが可能になった歴史的経緯
の一端を明らかにしたい。
2．未来形の用法の歴史的変化
　すでに嶋﨑（2019）で示したように、ドイツ語の未来形が成立するのは初期
新高ドイツ語期である。その際は、最初から <werden の直説法現在 > ＋不定詞
が発達するのではなく、その前段階に <werden の直説法過去 > ＋不定詞が発達
し、それが衰退するとともに <werden の直説法現在 > ＋不定詞が発達するとい
う過程を経る。それらの用例数の推移を下の表に挙げる 
4
。
　
Tristan
(1210 年頃 )
Ring
(1400 年頃 )
Tristrant
(1484 年 )
Fortunatus
(1509 年 )
wirt ＋不定詞
ward ＋不定詞
werde ＋不定詞
würde ＋不定詞
0
0
0
0
9 (13%) 
50 (72%)
4 (6%)
6 (9%)
7 (14%)
20 (40%)
4 (8%)
19 (38%)
20 (27%)
22 (30%)
3 (4%)
28 (38%)
Faustus
(1587 年 )
wirt ＋不定詞
ward ＋不定詞
werde ＋不定詞
würde ＋不定詞
58 (66%)
0 (0%)
7 (8%)
23 (26%)
2.1.　 『フォルトゥナートゥス』の wirt ＋不定詞
　嶋﨑（2019）で述べたように、『指輪』や『トリストラント』に現れる ward
＋不定詞においては不定詞の動詞が sehen「見る」のように知覚を表すもの、
4 Tristan（『トリスタン』）、Ring（『指輪』）、Tristrant（『トリストラント』）、Fortu-
natus（『フォルトゥナートゥス』）については、すでに嶋﨑（2019: 301［=18］）で
挙げている。本稿では Faustus（『ファウストゥス』）の用例数が追加されている。
なお、wirt は werden の直説法現在形、ward は直説法過去形、werde は接続法 1 式、
würde は接続法 2 式を表し、以下、 <werden の直説法現在 > ＋不定詞は wirt ＋不
定詞のように表記する。Fortunatus で百分率の合計が 100 にならないのは、各用例
の百分率が小数点以下を四捨五入した結果であるためである。
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sprechen「話す」のように発話を表すもの、weinen「泣く」のように理性で制
御できない生理や感情あるいは激しい動きを表すものに限定されていた。そし
て wirt ＋不定詞においても、『指輪』や『トリストラント』においては、ward
＋不定詞と同様に不定詞の動詞の意味に制限があった。それに対し、『フォル
トゥナートゥス』においては、次のように、そのような意味とは異なる意味を
表す動詞の不定詞から成る wirt ＋不定詞の例が現れる 
5
。
　 (10)  da hat er zu rechten mit ainem grafen umb ain grosse sach / umb land und 
leüt / und würt kostlich tzu dem rechten kommen / unnd alle seine diener 
mit ym nemen / dann er weyßt wol / das der graff von Sant Poll / so wider 
yn ist / auch kostlich kommen wirt. und die weil er also da sein wirt / 
so wil er die vier frauwen diener lassen verschneyden (Fortunatus, S. 16) 
（そこで彼〔クレーヴ公〕は土地と人民をめぐる訴訟で、ある伯爵との
間で裁判を受けねばならないのだが、彼はその裁判に派手な格好でやっ
て来て、彼のすべての従者を引き連れて来るだろう。というのも、彼
〔クレーヴ公〕は、自分に敵対しているサン・ポール伯も派手な格好で
来ることを知っているからだ。彼〔クレーヴ公〕はそこにいるあいだ
に、奥方つきの四人の従者を去勢させるつもりだ）
　 (11)  und so sollichs beschehen ist / so wirt er sy wider haim fu
e
ren / und 
in das frauwen zymer thu
○
n / und den frauwen lassen dienen wie vor. 
(Fortunatus, S. 16)（そしてそれ〔従者たちの去勢〕が行われたら、彼
〔クレーヴ公〕は彼ら〔去勢された従者〕をまた故郷に連れ戻して、婦
人たちの中に入れて、これまで同様婦人たちに仕えさせるだろう）
　 (12)  nu mach dich bald auß dem land / wann die frauwen der gassen werden 
dich zu tod schlagen. (Fortunatus, S. 38)（さあすぐに国外に出なさい。
なぜなら、市中の女たちがお前〔フォルトゥナートゥス〕を打ち殺すだ
ろうから）
　 (13)  der wirt mir helffen das wir den gefanen lo
e
dig machen (Fortunatus, S. 
29)（彼〔イングランド王の宝石を預かっている貴族〕は、我々がその囚
5 従来のように意味的制限のある例も勿論存在する。不定詞の動詞が知覚を表す例
は Fortunatus の S. 152 に、発言を表す例は S. 17, 50 および本稿の例 (21) に、理
性で制御できない感情を表す例は S. 26 に現れる。
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人を解放するよう私〔アンドレアーン〕に手を貸してくれるだろう）
　 (14)  ich will eüch leeren das eüch eüwers manns tod gar pald vergon wirt 
(Fortunatus, S. 40)（あなた〔アンドレアーンに殺された貴族の妻〕の夫
の死〔の悲しみ〕があなたからすみやかに消えるよう、私はあなたに教
えましょう）
　 (15)  So wellen wir got tag und nacht für eüch bitten / das er üch verleyche 
gesundhait / frid und gu
○
tt wetter unnd wolwo
e
llen von allen denen durch 
der hand und gewalt ir kommen werden. (Fortunatus, S. 100)（そうして
私〔カッサンドラ〕たちは、健康と平和とよい天気と、あなた〔フォル
トゥナートゥス〕が身を委ねることになる人々皆からの好意を神様があ
なたに与えて下さるようあなたのために神様に日夜お願いしましょう）
　 (16)  die künigin wirtt dise nachtt bey dem künig ligen / so will ich es mit 
meiner kamererin zurichten / das ir bey mir ligen (Fortunatus, S. 139)
（〔母である〕王妃は今夜〔父である〕王とともに寝ます。だから私
〔アグリピーナ〕は侍女にあなた〔アンドロージア〕が私と一夜をとも
にすることを伝えておきます）
　 (17)  so tarf ich meiner tochter kain haimsteür geben / sy wirt sich selb wol 
versehen nach grossen eeren (Fortunatus, S. 141 f.)（だから私〔英国
王〕は娘に持参金をやる必要はないし、娘自身は大いに名誉を期待する
ことができるだろう）
　 (18)  das ich yetzund den ho
e
rnern gethon hab / das wirt sy lind machen 
(Fortunatus, S. 161)（今私〔医者に化けたアンドロージア〕がその角に
行ったことが、角を柔らかくするだろう）
　 (19)  wie sy das na
e
hstmal bald ist wider kommen / also wirtt villeicht yetz 
auch beschehen. (Fortunatus, S. 165)（彼女〔アグリピーナ〕が前回す
ぐに帰ってきたように、今回も多分またそうなるだろう）
　 (20)  darumb so hab ich ain confect mitt mir bracht / das werden ir essen / 
und darauf ain schla
e
flin thu
○
n / so werdenn ir gewar / das sich die sach zu 
besserung schicken wirt. (Fortunatus, S. 161)（それで私〔医者に化けた
アンドロージア〕は砂糖菓子を持ってきたので、それをあなた〔アグリ
ピーナ〕は食べ、そのあと睡眠をとりなさい。そうすれば、ことは改善
へと進むことが分かるはずだ）
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上例のうち(10)には不定詞 sein から成る wirt ＋不定詞が現れている。ただし、
不定詞が seinの例はすでに『トリストラント』に現れており（嶋﨑2019: 294 [= 
25]）、また、『フォルトゥナートゥス』に現れる不定詞が sein の例はこの 1 例
のみなので、sein を不定詞とする用法が一般化しているとまでは言えない。
　なお、上例のうち (20) には、das werden ir essen / und darauf ain schla
e
flin 
thu
○
n（それをあなたは食べ、そのあと睡眠をとりなさい）のように、主語が 2
人称で「命令」を表す例も含まれており、wirt ＋不定詞の用法が拡大している
ことが窺われる。同様の命令の例として、不定詞が「発言」を表す次の例も挙
げられる。
　 (21)  du bist mein gefangner / unnd du wirst mir sagen / vonn wannen dir sovil 
geltes kommen (Fortunatus, S. 186)（お前〔アンドロージア〕は私〔リ
モジー伯〕の囚人だ。だからそんなたくさんの金の出どころを私に言う
のだ）
2.2.　『ファウストゥス』の wirt ＋不定詞
　『ファウストゥス』で注目すべきは、ward ＋不定詞の例が現れず、それと引
きかえに、wirt ＋不定詞の例が増えていることである。不定詞の動詞の意味に
も制限はなく、不定詞が sein となる例も下のようにかなりの数現れる。
　 (22)  Wenn ein Mann oder Weib ein Warsager oder Zeichendeuter seyn wirdt 
/ die sollen deß Todts sterben / man soll sie steinigen (Faustus S. 10, Z. 
22-24)（もし男あるいは女が予言者あるいは占い師になるなら、その者
たちは死なねばならず、石打ちされねばならない）
　 (23)  Also wirdt kein Ende noch Auffo
e
ren nimmer da seyn (Faustus S. 39, Z. 
29-30)（それゆえ始まりも終わりも決してそこ〔地獄〕には存在しない）
　 (24)  Da wirt ruffen zu GOtt seyn / mit Wehe / Zittern / Zagen / Gliffen / 
Schreyen / mit Schmertzen vnnd Tru
e
bsall / mit Heulen vnd Weinen 
(Faustus S. 39, Z. 33-35)（そこ〔地獄〕では、悲嘆、震え、恐れ、喚
き、叫びや、苦しみ、悲しみや、咆哮、涕泣とともに神への呼びかけが
あるだろう）
　 (25)  Denn solten sie nit Wehe schreyen / Zittern vnd Zagen / dieweil alle 
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Creaturen vnnd Gescho
e
pff Gottes wider sie seyn werden / vnd sie ewige 
schmach / hergegen aber die Heyligen ewige Ehr vnd Frewde tragen 
werden? (Faustus S. 39, Z. 36-S. 40, Z. 3) （というのも、彼ら〔地獄に落
ちた人々〕が悲嘆の叫び声を上げ、震え、恐れないということができよ
うか。すべての創造物、被造物が彼らに敵対することとなり、彼らが永
遠の恥辱を担うのに、一方聖なる人々は永遠の名声と喜びを持ち続ける
ことになるのだから）
　 (26)  Vnd es wirt doch ein Wehe vnd Zittern viel gro
e
sser vnd schwerer seyn / 
als das ander (Faustus S. 40, Z. 3-5)（そしてある嘆きや震えは他の嘆き
や震えよりもはるかに大きく、つらいものであろう）
　 (27)  Ach wer wirt mich dann auß dem vnaußsprechlichen Feuwer der 
Verdampten erretten? da keine hu
e
lff sein wirdt (Faustus S. 118, Z. 3-5)
（ああ、地獄に落ちた者たちのための言い表せない火から誰が俺〔ファ
ウストゥス〕を救ってくれようか？そこには救いは存在しないだろう）
　 (28)  vnd wirst eben der recht seyn / wohin ich nit (wil) ich dich meinen 
Botten senden (Faustus S. 16, Z. 5-6)（そして〔あなた、ファウストゥ
スは〕まさに適当な人間だろう。私〔メフォストフィレス〕が行きたく
ない所へはあなたを使者として送ろう）
これらのうち、Er wird krank sein.（彼は病気だろう）のように、現在の事態を
表すと考えられる例は多くない 
6
。ほとんどは、未来もしくは仮定される事態
を表す。しかし、上で見たように、ヘッセの『デーミアン』においても不定詞
が sein の未来形の多くが現在の事態ではなく、未来もしくは仮定の事態を表す
ことを考えると、必ずしも、『ファウストゥス』の wirt ＋不定詞が十分に発達
していないというわけではないだろう。実際、『ファウストゥス』には、次の
挙げるように、これまでにない新しいタイプの wirt ＋不定詞が現れる。
　 (29)  Beschwure also den Teuffel in der Nacht / zwischen 9. vnnd 10. Vhrn. Da 
6 例 (28) は現在の事態を表すと見なすことも可能だが、ファウストゥスが悪魔に
よってよい思いをして、魂が奪われるのに適当な人間となるのは、これから先のこ
ととも考えられるので、未来の事態を表すとも解される。
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wirdt gewißlich der Teuffel in die Faust gelacht haben / vnd den Faustum 
den Hindern haben sehen lassen (Faustus S. 15, Z. 33-S. 16, Z. 2)（〔ファ
ウストゥスは〕そうやって夜 9 時と 10 時の間に悪魔を呼び出した。その
時きっと悪魔はほくそ笑んで、ファウストに尻を見せただろう）
　 (30)  dieweil du solche Vntrew mir beweisest / dergleichen du gewiß auch 
andern thun / vnd schon gethan haben wirst / soll dir darfu
e
r gelohnet 
werden (Faustus S. 99, Z. 12-14)（お前〔農民〕はそんな不実を俺〔ファ
ウストゥス〕に示し、きっと他の人にも同様のことを行うだろうし、す
でに行っただろうから、それ相応の報いを受けさせてやる）
　 (31)  der Geist wirdt sich in solche gestalt verwandelt haben / vnd mich nit 
betriegen (Faustus S. 79, Z. 7-8)（霊はあのような〔アレクサンダー夫
妻の〕姿に変身したのだろう。そして私〔カロルス皇帝〕を騙そうとは
していないだろう）
上の例は、werden の直説法現在形が結びつく不定詞が完了不定詞となってお
り、いわゆる現代ドイツ語の文法で「未来完了形」と呼ばれるものである。現
代ドイツ語の未来完了形は、名称としては「未来」の呼び名が付いており、実
際に下例 (32) のように未来における事態の完了を表すこともある。しかしそれ
は非常に稀であり、通常は下例 (33) のように過去の事態における推量を表す。
　 (32)  Die wilden Tiere werden dich doch bald gefressen haben (Grimm: 
Sneewittchen, 270)（野生の獣が少し時間が経てばお前を食べてしまって
いるだろうからな）
　 (33)  Nun, er braucht ja nicht wahnsinnig gewesen zu sein, er wird sich geirrt 
haben ... ja, er hat sich geirrt ... (Schnitzler, 51 f.)（確かにそいつがいか
れていたとは言い切れない、そいつは勘違いしたんだろう。そう、勘違
いしたんだ）
『ファウストゥス』の「未来完了形」の例 (29)-(31) も、過去の事態についての
推量を表しており、この形式が最初から、文字通りの意味での「未来完了形」
ではなく、「過去推量形」として発達してきたことが窺われる。こうした例に
おける werden は「未来」ではなく「推量」を表す機能を持っており、Er wird 
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krank sein. のような現在の事態における推量を表す未来形が現れることが可能
な状況にあったことが分かる。
　なお、上例の (31) の完了不定詞ではなく後半の現在不定詞を取る部分 der 
Geist wirdt ... mich nit betriegen（霊は私を騙そうとはしていないだろう）は、霊
がアレクサンダー夫妻の姿に変身するという事態はすでに生じたあとなので未
来の事態を表すとは考えられない。これは現在の事態の推量を表す例である可
能性が高い。
　上例 (29)-(31) に関連してもう一つ指摘しておくべきことは、werden が完了
不定詞と結びつくことが、werden が直説法現在形である場合以外に、下例 (34)
のように werden が接続法 1 式や、下例 (35) のように接続法 2 式の場合にもあ
るということである。これらのいずれの例も過去の事態を表す（(34) では「見
る」が「思う」よりも前の事態、(35) では過去における非現実の仮定の事態を
表す）。
　 (34)  auch sein Famulus nicht anders gemeinet / vnd abnemmen ko
e
nnen / weil 
er die Hell hat begert zusehen / er werde mehr gesehen haben denn jm 
lieb sey (Faustus S. 55, Z. 9-12)（彼〔ファウストゥス〕は地獄を見た
がっていたので、彼にとって好ましいもの以外のものも見たであろうと
彼の助手も思い、考えるほかなかった）
　 (35)  Dann er hatte die Hell noch nicht recht gesehen / er wu
e
rde sonsten nicht 
darein begert haben. (Faustus S. 55, Z. 25-26)（というのも、彼〔ファウ
ルトゥス〕は地獄を本当に見たわけではなかったからである。もし見て
いたらそこに行くことを望まなかっただろう）
　『ファウストゥス』には未来完了形以外にも、それ以前には見られなかった
タイプの wirt ＋不定詞の例が現れる。その一つが法助動詞を不定詞とする例で
ある。
　 (36)  Also wird die Seel deß Verdampten jmmerdar brennen / vnd sie doch das 
Fewer nit verzehren ko
e
nnen / sondern nur mehr Pein fu
e
hlen. (Faustus S. 
37, Z. 29-31)（そのように地獄に落ちた者の魂はずっと燃えて、火がそ
れを焼き尽くすことはできず、ますますただ苦しみを感じるだけだろう）
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　 (37)  [...] darzu dir dein Geist vnd Auwerhan helffen wirt / was dir vergessen 
ist / das wirdt er dich wider erjnnern / denn man wirdt solche meine 
Geschichte von dir haben wo
e
llen. (Faustus S. 113-, Z. 1-3)（その〔ファ
ウストゥスの実伝を書くことの〕ためにお前〔ワーグナー〕の霊アウ
アーハーンがお前を手伝ってくれるだろう。お前が忘れたことをそいつ
が思いださせるだろう。というのも、そんな私の話を人はお前に求める
だろうから）
また、不定詞が werden の例もある。
　 (38)  doch wirt er dir nicht zu Willen werden / biß erst nach meinem Todt 
(Faustus S. 112, Z. 26-27)（しかしそいつ〔霊〕は私〔ファウストゥス〕
が死ななければお前の意志通りにはならない）
　 (39)  verziehe biß auff den Karfreytag / so wirds bald Ostern werden (Faustus 
S. 116, Z. 5-6)（聖金曜日まで待て、そうすれば間もなく復活祭になる）
　 (40)  jhr sehet hie meine geringe Tractation / damit solt jr fu
e
r gut nemen / es 
wirt zum Schlaff Trunck besser werden. (Faustus S. 93, Z. 25-27)（あな
た達〔学生達〕がご覧のように、ここにあるのは私のつまらぬもてなし
だが、よろしく解してもらいたい。寝酒の際にはもっとよくなるだろう）
上の例では不定詞の werden を省略しても文が成り立つとすれば、助動詞の
werden が本動詞の werden とは異なる機能を持つと考えねばならない。注目す
べきは、例 (39) は確実な未来の事態を表すということである。もし現在形が誰
にとっても疑いのない確実な事態を表すとすれば、ここでなぜ未来形が用いら
れるかと言えば、それは確実な未来の事態であっても、「聖金曜日まで待てば」
という条件が付いているためであろう。ただし、条件となる事態がなければ生
じない不確実な事態を未来形が表すということではない。「聖金曜日まで待つ」
と「間もなく復活祭になる」という二つの事態のあいだのつながりを聞き手が
はっきり意識していないと話し手が判断した場合には、その連関を明確に聞き
手に意識させるために、話し手にとっては確実な事態を表すために未来形を使
うのだと考えられる。
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2.3.　werde ＋ sein および würde ＋ sein
　上で見たように、不定詞が sein となる未来形は、『トリストラント』や『フォ
ルトゥナートゥス』では 1 例ずつしか現れなかったが、『ファウストゥス』に
はかなりの数が見られた。しかし、werden が接続法の場合には sein を不定詞
とする例はすでに『トリストラント』においてもある程度の数で現れる。ま
ず、werden が接続法 1 式の例を挙げる。
　 (41)  Jch sihe wol du beleibest. vnd meyn meyn herr künig Marchs werde frey 
vor dyr sein. (Tristrant 376-377)（お前〔モルオールト〕が残ることが
私〔トリストラント〕には分かった。また、我が君マルク王がお前から
自由になるだろうと私は思う）
　 (42)  so sagt Tristranten zu
○
. Er werd eüch ein rayß tu
○
n [...] vnd hab nit lenger 
verzug dann auf morgen. er werd auch nit lenger auß sein dann siben 
na
e
cht (Tristrant 2024-2027)（それならば、トリストラントに、彼があな
た〔マルク王〕のために旅行をすることになり、出発が明日より遅れる
ことはなく、七夜より長く旅に出ていることはないとお伝え下さい）
　 (43)  dann wz dein meinung sein werd das laß schreiben vnd den brieff morgen 
hencken an das rot kreücz. (Tristrant 2641-2643)（であれば、あなた〔マ
ルク王〕の考えがどうであるかを書かせて、その書状を明日赤い十字架
につるさせて下さい）
次に werden が接続法 2 式になる例を挙げる。
　 (44)  Darumb was er mit worten so ka
e
ck gegen dem künig. vnd getrauet nicht 
das kein ander abred do sein wurde. dann dz man jm die scho
e
n ysalden 
geben solt. (Tristrant 746-748)（それゆえ彼〔内膳頭〕はあれこれ言って
王に向かって厚顔に振る舞い、自分に美しいイザルデが与えられるとい
うこと以外の約束があろうとは信じなかった）
　 (45)  wenn du nymbst villeichte für das du jr laide gethan hast an jrem o
e
heim. 
ob sy des gegen dir ingedenck sein wurde. das jr denn nicht so wol 
miteinander leben wurdet als bilich wa
e
r. vnd sein solt. (Tristrant 1050-
1054)（あなた〔トリストラント〕が彼女〔イザルデ〕の叔父のことで彼
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女を苦しめたことを彼女があなたに敵意を持って記憶にとどめるなら、
あなた達はあるべき形でむつまじく共には暮らせないだろうとあなたが
思うならば）
　 (46)  mit diser red vnd behender listikeit. gab sy herr Tristranten zu
○
 versteen. 
wo sy die nacht sein wurd. (Tristrant 3616-3618)（その話と俊敏な知略
によって彼女〔イザルデ〕は自分が夜どこにいるかを彼〔トリストラン
ト〕に知らせた）
　 (47)  vnd [Auctrat vnd sein nachuolger] mainten wol dz es nymmer ein 
verborgen ding sein wurde. (Tristrant 2046-2047)（そして〔アウクト
ラートとその一味は〕それ〔トリストラントとイザルデの不義密通〕は
隠し事ではなくなるだろうと思った）
これらの例のうち、例 (43) は、現在の事態についての推量の意味を表す未来
形（の間接話法になった形）である可能性がある。それ以外の例はすべて未来
の事態を表すので、その点では、現在の事態における推量を表す未来形の成
立との関連ははっきりしない。しかし、直説法現在の werden よりも接続法の
werden が多く sein と結びついて用いられたということは、先に werde ＋ sein
や würde ＋ sein という形で werden が不定詞 sein と結びつくことが一般化し、
そのあとで直説法現在形の werden が sein と結びつくようになったという筋道
があったのではないかと想像される。
　ただし、『フォルトゥナートゥス』には不定詞 sein と werden の接続法 1 式
もしくは 2 式が結びつく例は見られない。しかしそれでも、次のように、ward
＋不定詞では見られないような、多様な動詞の不定詞から作られた例が見られ
る。まず、werden が接続法 1 式の例を挙げる。
　 (48)  so sy dann mainet ich werd ir die ho
e
rner gar vertreiben / will ich ir ain 
confect machen das sy ir wirder so lang werden wie vor (Fortunatus, S. 
163)（もし私〔アンドロージア〕が角をすっかり取り払うだろうと彼女
〔アグリピーナ〕が思っているなら、彼女の角が前と同じくらい長くな
るように砂糖菓子を作ってやろう）
　 (49)  so werden ir innen das der künig und die künigin ain freüd darab nemen 
werden / dester meer begir haben / ir scho
e
nen tochter ainem solichen 
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scho
e
nen jüngling zu geben. (Fortunatus, S. 174 f.)（そうすれば、〔英国の〕
王も王妃もそれに喜びを得て、いっそう自分たちの娘をそのような若人
に嫁がせるという願望を持つだろうことがあなた〔キプロス王〕に分か
るでしょう）
　また、werden が接続法 2 式となる例にはさらに多彩な動詞の不定詞との結び
つきが見られる。
　 (50)  der sprach / het er zehen par Cronen so wolt er sich understan und den 
Walchen dartzu bringen / das er selbs eyllendtz wurd hynweg reütten / 
on urlaub seines herren und manigliches [...] (Fortunatus, S. 14)（彼〔ル
オペルト〕は、もし自分が 10 クローネを現金でもらえれば、思い切っ
てあのイタリア人〔フォルトゥナートゥス〕が自ら急いで、主人その他
の人に別れの挨拶もなく、馬で立ち去るようにしむけてやろうと言っ
た）
　 (51)  Wie Fortunato ain graussen gemacht ward / das man yn kapponen wurd / 
derhalben er haimlichen hynweg floh. (Fortunatus, S. 18)（フォルトゥナー
トゥスに対して、人が彼を去勢するだろうという脅迫が行われ、それゆ
え彼が密かに逃亡したこと）
　 (52)  wann er besorgt / wurd der graff innen das er hynweg wolt / er wurd yn 
lassen vahen (Fortunatus, S. 19)（というのは、彼〔フォルトゥナートゥ
ス〕が逃げようとしていることに伯が気づけば、彼〔伯〕が自分を捕ま
えさせるだろうと恐れたからである）
　 (53)  So Fortunatus sach wie es gieng / und auch nit anders wißt / dann man 
wurd yn och hencken (Fortunatus, S. 37)（フォルトゥナートゥスはこと
の成り行きを見て、自分も縛り首になること以外には分からなくなった）
　 (54)  [...] warteten wenn man yn bey der thür ru
e
ffete so wurden sy es ho
e
ren 
unnd dem don nach zu gon und darmit hynauß zu kommen. (Fortunatus, S. 
62)（〔フォルトゥナートゥスとリュポルドゥスは〕もし彼〔フォルトゥ
ナートゥス〕にドアのところで呼びかける者があれば、自分たちはそれ
を聞いて、その音を頼りに歩いて、そうして外に出られるだろうと思っ
て待った。）
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　 (55)  [...] forcht er wurde umb das leben mit dem seckel kommen. (Fortunatus, 
S. 69)（〔フォルトゥナートゥスは〕財布のために自分は命を失うだろう
と恐れた）
　 (56)  [...] wartet eben wenn das liecht erleschen wurd (Fortunatus, S. 74)（〔宿
の主人は〕まさに明かりが消える時を待った）
　 (57)  so ist Ybernia ain grob hert land / da weder wein noch ander edel frücht 
innen wachssen / der ich yetzund hye gewonet hab und wurd sterben. 
(Fortunatus, S. 96)（そうなれば、ヒベルニアは、私〔リュポルドゥス〕
が今ここで慣れ親しんだ葡萄もその他の高級な果実も育たない荒れた厳
しい国であり、私は死ぬことになるでしょう）
　 (58)  wann er wol wißt das die tugent des seckels / sein krafft verlieren wurd / 
wo er nit eelich  leibereben überka
e
me (Fortunatus, S. 98)（というのも、
彼〔フォルトゥナートゥス〕は、婚姻による実子の相続人を得られなけ
れば、特殊な力を持つ財布がその力を失うことをよく知っていたからで
ある）
　 (59)  so will ich eüch versprechen unnd verhaissen / das eüch künig soldan 
mu
○
ß laden eüer gallee / mit gantz gu
○
tem gewürtz [...] das sich auff 
hunderttausent ducaten machen wurd (Fortunatus, S. 118)（そうすれ
ば、スルタン王が10 万ドゥカートになるであろう良質の香辛料をあなた
〔フォルトゥナートゥス〕のガレー船に積まねばならないよう、私〔マ
ルコランドー〕はあなたに約束しよう）
　 (60)  [...] bat yn / das er mit ym schu
e
ff / das kalinat im wider zu geben [...] 
wann wo das nit bescha
e
che / so hett er sorg es wurde ain grosser krieg 
darauß entspringen (Fortunatus, S. 118)（〔マルコランドーは〕宝を自
分に返すよう自分と一緒に働きかけるよう彼〔キプロス王〕に頼んだ。
というのも、それが実現しなければ、それで大きな戦争が起こるという
ことを心配しているからだと言った）
　 (61)  do was ym nit umb das gelt so er außgeben het. sonder vil mer umb das 
er sich versach / es wurd außkommen in der gantzen stat und wurd ain 
gespo
e
t darauß (Fortunatus, S. 129)（それで彼〔アンドロージア〕には
支払ったお金は問題ではなく、むしろ問題は、それが町中に広まり、そ
れで笑い物になることを恐れたということであった）
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　 (62)  er kund aber nit schlaffen vor angst die er het / versach sich nit anders 
dann er wurde in der wiltnuß sterben (Fortunatus, S. 151)（彼〔アンド
ロージア〕は不安を抱えて眠れず、荒れ地で死ぬこと以外期待できな
かった）
　 (63)  wann er besorget / solt er lang underwegen sein / die o
e
pffel wurden 
schaden nemen oder mo
e
chten faulen. (Fortunatus, S. 154)（というのも、
彼〔アンドロージア〕は、旅中がずっと続くと、りんごが損傷を受けた
り、傷んだりすると心配になったからである）
　 (64)  so mu
○
ß ich [...] ainen doctor darnach senden / der sich der sach verstand 
wie ich yn dann beschaiden wurd (Fortunatus, S. 164)（そうなれば、私
〔アンドロージア〕はこの問題を理解していて、私が指示することがで
きるような医者を遣わせてそれ〔角を取るもの〕を取ってこさせねばな
らない）
　 (65)  [...] hett sich verwegen er wurde sy geleich erto
e
ten (Fortunatus, S. 166)
（〔アンドロージアは〕彼女〔アグリピーナ〕をすぐに殺そうとしてい
るかのような様子を見せた）
　 (66)  O Andolosia bedenckt eüch baß / was uneere wurde man von eüch 
sagenn / das ir ain armes weibs bilde / so ir allain in ainer wilde und als 
ainen gefangen / wurden lo
e
tzen (Fortunatus, S. 168)（ああ、アンドロー
ジア様、もっとよく考えて下さい。あなたが哀れな女を一人だけ荒れ地
で囚人のように傷つけようものなら人はあなたについてどんな不名誉な
ことを言うでしょうか）
　 (67)  [...] batt seynen bru
○
der / das er ym dass hu
e
ttlin aber leyhen wo
e
llt wann 
er wurde bald widerkommen. (Fortunatus, S. 175)（〔アンドロージアは〕
自分はすぐに帰って来るので帽子を自分に貸してもらいたいと兄に頼ん
だ）
　 (68)  [...] machten ainen anschlag mit ainader / wenn die hochtzeyt ain end 
na
e
me so wurd er wider gen Famagusta reytten allda wo
e
lten sy in 
auffhalten und in vahen (Fortunatus, S. 1848)（〔テオドルス伯とリモジー
伯は〕もし結婚式が終われば、彼〔アンドロージア〕はまたファマガス
タに馬に乗って帰るだろうから、そこで彼を引き止め、捕まえようと一
緒に陰謀を計画した）
52
77
　 (69)  [...] gedacht er im / er wa
e
re umb seinen bru
○
der kommen von wegen des 
seckels so er bey ym hett und wurden yn peinigen und martren / das 
er von dem hu
e
ttlin (so er hett) auch sagen mu
e
ßt / so wurden sy darnach 
annschleg thu
○
n das yn das hu
e
tlin auch wurd. (Fortunatus, S. 185)（彼〔ア
ンペード〕は、兄〔アンドロージア〕が持っていた財布のために自分は
兄を失ったのだろう、もし自分を苦しめ、拷問し、その結果自分が持っ
ている帽子について言わねばならなくなれば、彼らは帽子も自分たちの
ものにしようと陰謀を行うだろうと考えた）
　 (70)  [...] Gedacht der würt Fortunatus wurd auch nit lenger bleiben 
(Fortunatus, S. 73 f.)（宿の主人はフォルトゥナートゥスもこれ以上と
どまらないだろうと考えた）
　 (71)  und bevalch in sy [...] solten auch niemand sagen von dem seckel und in 
so lieb lassen werden / noch nieman so hold gewünnen / ob sy och weiber 
überka
e
men die sy vast liebhaben wurden / noch so so
e
lden sy yn nichtz 
von dem seckel sagen (Fortunatus, S. 122 f.)（〔フォルトゥナートゥス
は〕彼ら〔息子た〕に命じて、誰にも財布のことは言わず、財布のこと
をうらやましいとは思わせてはならない、誰もそれほどまでに好きに
なってはならない、もし妻を娶って、その人のことがとても好きになっ
ても、それでもその人に財布のことを言ってはならないと言った）
上例のうち、特に (70) と (71) は静的な状態を表すという点で、現在の事態に
おける推量を表す未来形との関連が窺われる。
　werden ＋不定詞は、嶋﨑（2019）で示したように、まずは werden の直説法
過去形によって多く作られた。この場合、不定詞の動詞は特定の意味を表すも
のに限定されており、不定詞が sein となる例は現れない。それに対し、werde
＋不定詞や würde ＋不定詞においては、すでに『指輪』の段階で、限定され
ない意味の不定詞が用いられている（嶋﨑 2019: 298 [= 21] f.）。したがって、
werden ＋不定詞は形式の面ではまず ward ＋不定詞の形で発達したが、意味の
面では werde ＋不定詞および würde ＋不定詞によって拡張した。特に、ほぼ間
接話法に使用法が限定されていた werde ＋不定詞よりも、非現実の仮定を表す
würde ＋不定詞は多くの場面で用いられ、実際、用例数も早い段階から比較的
多い。
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　このように見ると、現在の事態における推量を表す未来形は次のような段階
を経て発達したのではないかと考えられる。すなわち、
①　まず、ward ＋不定詞が発達。不定詞の動詞が意味的に制限されている。
②　 次に、würde ＋不定詞が発達。不定詞の動詞の意味的制限がなくなり、静
的な状態を表す動詞も用いられるようになる。
③　 最後に、wirt＋不定詞が発達。基本的に未来の事態を表すが、静的な状態を
表す動詞の不定詞と結びつく場合に、現在の事態を表す用法も可能になる。
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Grimm = Brüder Grimm: Kinder- und Hausmärchen. Bd. 1. Stuttgart: Reclam 1987.
Hesse, Hermann: Demian. Suhrkamp 1985.
Schnitzler: Der blinde Geronimo und sein Bruder. In: Leutnant Gustl. Frankfurt a. M.: 
Fischer 2001.
Tristrant = Tristrant und Isalde. Prosaroman. Hg. v. Alois Brandstetter. Tübingen: 
Niemeyer 1966.
参照した邦訳（ただし用例の訳は筆者による）
『トリストラントとイザルデ』小竹澄栄訳、国書刊行会、1988 年
「幸運のさいふと空とぶ帽子」〔Fortunatus〕『幸運のさいふと空とぶ帽子・麗しのマゲロー
ナ』藤代幸一・岡本麻美子訳、国書刊行会、1988 年
「民衆本実伝ヨーハン・ファウスト博士」『ファウスト博士』松浦純訳、国書刊行会、
1988 年
参考文献
Matzel, Klaus/Ulvestad, Bjarne: Futur I und futurisches Präsens. In: Sprachwissenschaft. 
7 (1982), S. 282-328.
Saltveit, Laurits: Studien zum deutschen Futur. Bergen: Norwegian Universities 1962.
Vater, Heinz: Einführung in die Zeit-Linguistik. Hürth-Efferen: Gabel 1994.
嶋﨑啓：ドイツ語未来形の歴史的発達における würde ＋不定詞の位置づけ『文化』82
巻 3・4 号（2019 年、東北大学文学会）、304-287 頁（15-32 頁）
123
6
Über die Entstehung des Futurs mit dem 
Gegenwartsbezug
Satoru SHIMAZAKI
Das deutsche Futur, das mit dem Indikativ Präsens von „werden “ und 
einem Infinitiv gebildet wird, kann nicht nur einen zukünftigen, sondern auch 
gegenwärtigen Sachverhalt ausdrücken, wie „er wird krank sein“. In diesem Futur 
wird ein Infinitiv verwendet, der einen Zustand wie „sein“ bezeichnet. Aber im 15. 
Jahrhundert wurde das Verb „werden“ in der Konstruktion „werden + Infinitiv “ 
am meisten im Indikativ Präteritum, wie in „er ward lachen“, benutzt, wobei sich 
„werden“ sehr selten mit einem Infinitiv verband, der einen Zustand darstellt. Erst 
im 16. Jahrhundert wurde die Form „ Indikativ Präsens von werden + Infinitiv “ 
gebräuchlich, die auch mit einem Infinitiv gebildet wurde, der einen Zustand 
ausdrückt, obwohl die Konstruktion meistens nicht Gegenwarts-, sondern 
Zukunftsbezug hat. Man muss hierbei beachten, dass ein Infinitiv, der einen 
Zustand darstellt, nicht zuerst in „ Indikativ Präsens von werden + Infinitiv “, 
sondern davor in „Konjunktiv Präsens/Präteritum von werden + Infinitiv“ gebraucht 
wurde und besonders „würde + Infinitiv “ schon im späten 15. Jahrhundert mit 
dem Infinitv von verschiedenen Verben gebildet wurde. Das Futur mit dem 
Gegewartsbezug entstand also unter dem Einfluss der Entwicklung von „würde + 
Infinitiv“. 
